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はじめに
京都大学原子炉実験所は、日

本学術会議の勧告のもとに、昭
和38年に全国共同利用研究所と
して設立されました。それ以来、
京都大学研究用原子炉（KUR）の
利用を中心に実験研究を進めて
きており、平成25年には、研究所
設立50周年を迎えることができ
ました。とれも、ひとえにさまざ
まな分野の関係者のご支援の賜

であり、ととに改めてお礼申し上 京都大学原子炉実験所

げます。 所長川端祐司

原子炉実験所の役割
KURは日本唯一の大学附置中型熱中性子研究炉であ

り、単独の大学が所有する研究炉としては世界でも最も
大きなもののひとつです。日本原子力研究開発機構に
所属する研究炉や大強度加速器中性子源（J-PARC)と
いった中性子源は、国家戦略に基づいて世界最大級を
実現するととでその役害IJを達成しているのに対し、KUR
は大学に附置されたものとして、学術・教育における基
礎基盤的役割を果たしてきでいます。全国共同利用研
究所として、主として全国の大学関係の研究者に研究の
場を提供し、自由な発想に基づく挑戦的な課題を進め
るばかりでなく、多くの学生が訪れる教育の場としての
役割も大きいのです。

原子炉実験所で、行っている研究の重要さ
平成22年3月に、日本学術会議より「提言学術の大型

施設計画・大規模研究計画一企画・推進策の在り方とマ
スタープランの作成について一」が公表されました。と
れは、日本学術会議科学者委員会学術の大型研究計画
検討分科会の審議結果を取りまとめたものであり、「日
本学術会議は学術の推進上重大な問題点を認識し、科

学者コミュニティの専門的意見を集約して、大型施設計
画および大規模研究計画の検討を行い、わが国として
初めての全分野にわたる大型計画のマスタープランを
策定した」ものです。この提言では、今後の特に重要な
大型施設計画・大規模研究計画として、全学術分野から
43課題が選定されています。（その後、改定も行われて
います。）
そのなかに、京都大学原子炉実験所からの提案「複

合原子力科学の有効利用に向けた先導的研究の推進」
が、「原子力」を表看板として掲げた唯一のものとして
「物理化学・工学」分野の大規模研究計画に選定されま
した。乙の提案が目指すものは、「人類社会の持続的発
展には原子力・放射線の利用が必要で、ある。本計画で
は、研究炉・加速器を用いる共同利用・共同研究を軸
に、複合的な原子力科学の発展と有効利用に向けた先
導的研究を推進し、その拠点を形成する」ととであり、研
究炉・加速器を利用して「広義の原子力」を推進しようと
いうものです。乙乙で「広義の原子力」とは、原子力技術
を原子力発電以外に応用した分野の乙とであり、放射線
や放射性同位元素（RI）を利用して、基礎的な学術研
究から産業・医療利用まで幅広く行われています。
また、科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基

盤部会が、同年9月に「学術研究の大型プロジ、ェク卜の推
進について（審議のまとめ）一学術研究の大型プ口ジ、工
ク卜の推進に関する基本構想「ロード、マップ」の策定一」
を公表しました。乙れは、日本学術会議のマスタープラ
ンに盛り込まれた43計画についてさらに検討を深め、大
型プロジ工ク卜推進に当たっての優先度を明らかにする
観点、から、各研究計画についての評価結果を整理した
ものです。との中でも、原子炉実験所の提案は、緊急度
等の高い、優先すべき8課題のうちの っとして選定さ
れました。
このように、原子炉実験所の研究計画は、国家レベル

でその重要性が認められているのです。
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原子炉実験所が進める「複合原子力科学」とは

原子炉実験所は、共同利用・共同研究拠点として、複

合原子力科学の研究を進めているのですが、実は「複

合原子力科学」という言葉は、原子炉実験所における研

究の特長を表現するために、我々が作った新しい造語

なのです。

原子炉実験所は、研究用原子炉（KUR）、ホットラボラ

卜リ、臨界集合体実験装置（KUCA）、陽子加速器（FFAG,
BN仁T用サイク口卜口ン）、電子線型加速器、コ，，ル卜60
ガンマ線照射装置等のさまざまな大型装置を利用し、

放射線やRIを用いて全国の研究者が自らの発想に基づ

いた研究を自由に行うための場を提供してきており、幅

広い学術分野を基盤から支えるという役割を果たして
います。その結果、熊取キャンパスでは、幅広い研究分

野の研究者が日常的に交流し、互いに刺激し合いなが

ら新しい複合研究分野を生み出します。我々はこの様な
新分野を「複合原子力科学」と定義し、新たなフロンティ

アの開拓を積極的に推進しています。
例えば、放射線利用研究におけるホウ素中性子捕捉

療法（BNCT）研究は、正常細胞をほとんど傷つけないま

ま、がん細胞だけをやつつけるととができる画期的なが

ん治療研究です。医学・薬学・中性子科学・ビム科学・

加速器学・研究炉管理等の専門分野が連携しており、ど

れが欠けても成立する乙とができないもので、まさしく

原子炉実験所のような幅広い分野の研究者が日常的に

交流する場があってとそ生まれたものです。

新たな飛躍のために
KURでは、日本初の中性子導管や冷中性子源設備、ま

た世界初の本格的スパミラ中性子導管というよう

な、研究用原子炉を利用する上での歴史的な実験装置

が開発されてきました。乙のような先人の努力を土台に

して、現在も世界をリードする研究が進められています。

上記のBNCT研究では、原子炉・重水設備は世界最大
の圧倒的な治療件数を誇る施設ですし、さらに、病院に

附設するととを目指して加速器中性子源による治療施
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設を開発しています。乙れは既に治験段階に入ってお

り、実用化までもう 息というところまで来ています。（と

の施設は現在のととろ世界唯一ですが、我々の後を追っ

て建設・計画を進めている所はいくつかあります。）さら

に、エネルギー分野における加速器駆動来臨界システ

ム（ADS）研究は、原子力の大問題である放射性廃棄物

の処理・処分研究につながるものであり、世界で唯一の

高エネルギー陽子加速器駆動によるADSを熊取に建設

し、国際原子力機関（IAEA）が主導するプログラムにおい

て世界標準となるデータを生み出す等、大きな成果を

あげています。

また、KURは長期保全計画に基づいて健全を保持し
つつ、多くの研究に利用されているというものの、新た

な将来計画を立案しなければならない時期となってい
ます。さらに、京都大学・熊取町・大阪府の 3者による

「熊取アトムサイエンスI＇＼ーク構想」も、積極的に推進し

ていかなければなりません。とのように、やるべきとと・
やりたいことが山積する中、一層の努力を重ねて行きた

いと考えています。皆様方には、今後ともご、支援、ご鞭縫

を賜りますようお願い申し上げます。

複合原子力科学の展開



粒子線物性学研究分野・井上倫太郎准教授
皆さんはお酒がお好きでしょうか？私はお酒が ー一

大好きで気の合う仲間と集まるとついつい飲み

過ぎてしまい、次の目は家族から白い目で見られ

ます。実は酒に含まれる工予ノールは毒性を有し

ます。それでは、どうして毒性を有するものを飲ん

でも我々は大丈夫なのでしようか？工予ノールは

体内で貯蔵される仕組みが無いので90%以上は肝臓で分解されま

す。その肝臓の中に含まれるアルコ ル分解酵素（ADH）がまず工告

ノ ルを酸化してアセ卜アルデヒ卜に変換し、更に生成されたアセ卜

アルデヒ卜はアルデヒトデヒド脱水素酵素により無害な酢酸（お酢）

に変換されます。即ち、無意識のうちにとれらの変換反応が生体内で

進むことにより私たちは日々の生活を問題なく送れているわけであ

り、もし万が一これらの反応が何らかの原因で、止まってしまうと身体

に不調が表れ、場合によっては死に至るととになります。即ち、とれら

の変換反応が適切に進行するためには上述した酵素自身が適切な

機能を発現するととが必須です。

それではどうやって機能を発現でするかをもう少し詳しく考えてい

きたいと思います。1酵素が生体内で反応物を捕らえ、2変換反応

を進行させて、3.最終的に生成物を放出する一連の過程が少なくと

も必要であり、酵素自身が積極的に動かないと非常に効率が悪くな

りそうです。つまり、酵素反応には酵素自身の動き（ダイナミクス）が

柑 子 鋪 蹄絢閥 的日速器中性持の開発向て｜

中性子医療高度化研究部門・田中浩基准教授

ホウ素中性子捕捉療法（BoronNeutron t！門
Capture Therapy:BNCT）を実施するためには強力 T
な中性子発生源が必要です。十分なエネルギーを ＝

持った陽子が標的に入射することによって中性子 j」

を発生させます。陽子にエネルギーを与えるため h’
の装置を加速器と呼び、1980年代ごろから加速器

を用いた中性子発生源の研究開発が世界中で行われてきました。加

速器の強度不足、照射中に標的が壊れてしまうといった技術的課題が

多く、最近まではBNCTを実施するために必要な中性子を得ることが

できませんでした。

己れら課題を克服するために2007年に京都大学原子炉実験所と住

友重機械工業株式会社は共同研究を開始しました。十分な中性子を発

生させるための陽子エネルギー、標的の種類の組み合わせは多岐にわ

たり、その中から私たちは陽子エネルギ 30MeV、ベリリウム標的の組

み合わせを選択しました。陽子エネルギーを高くするととで中性子の発

生量を多くするととができ、標的内で陽子が止まらず壊れにくい構造に

できるというメリッ卜があります。 方、発生する中性子のエネルギ が

高くなるため、そのままBNCTに適応するととができません。BNCTに適

した中性子のエネルギー（熱外中性子 Epithermalneutron）まで減速

させるための体系を設計し、2008年末にシステムを実験所のイノベ

ションリサーチラボラ卜リ医療棟にインストールしました。サイク口卜口

ン加速器を用いているため、乙のシステムを仁yclotron-Based

Epithermal Neutron Source(( BENS）を呼んでいます。

2009年3月にはBN仁Tに適応可能な中性子量を確認するととがで
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必須であり、そのダイナミクスをうまく観察できればより本質的な酵

素反応の機能発現の機構を解明できると考えています。最近、私は

中性子のスピンを巧みに制御した装置（中性子スピンエコー法）を

用いると酵素のダイナミクスを観測出来る可能性が高いことが分

かつてきました。しかしながら世界的にみても未だ測定及び解析を

含めて来成熟な領域なので、今こそがこの研究をより発展させる勝

負の時と考えています。

今後中性子スピンエコー法とより高度な解析を可能にする分子動

力学計算を組み合わせた手法により誰もみたことのない酵素のダイ

ナミクスの世界を体感できればと思います。

きました。それから動物、細胞を用いた特性試験を経て、2012年には

世界初の加速器中性子源を用いた治験を開始するまでに至ってお

ります。との（－BENSを用いて数多くの患者さんがBNCTを受けられる

ように日々 研究を進めて行きたいと考えています。



京都大学原子炉実験所総務拠・飯島祐ーさんに聞く
Ql：原子炉実験所に来られたいきさつを教えてください。

平成25年4月に京都にある大学本部構内からとちらへ異動になり
ました。この春でちょうど2年です。当時は大阪に原子炉があるとい

うととは知りませんでした。
Q2：職務の内容を易しく教えてください。

教職員の採用などの人事手続きから、学術公開など公開行事のお
手伝いまで、色々 なととを行っています。

Q3：原子炉実験所の事務ということで、本部や他の研究所の事務との

違いはありますか。
以前の部署で、は外部との直接の接点が無かったので、すが、乙ちら

は地元との連携が多く驚きました。また、京都から離れた独立した場

所にありますので、職員同士の結束が強いと思います。
Q4：出身地自慢をしてください。

実家の最寄駅である泉北高速鉄道栂・美木多駅にはクロスモー

ルがあります。近所ですのでよくレイ卜ショーで映画を見にいってい
ました。また、栂・美木多駅周辺は公園・緑道が整備されており春に

は桜がとても締麗です。ぜひ一度お越しください！
QS：趣味はなんですか？

体力は全然ありませんが、月1程度で日帰り登山に行きます。山頂
からの景色とお弁当はたまりません。帰り道では温泉に入り、お風目

上りに牛乳を飲みます。乙れは必須です。たまりません。歩くこと全般

京都大学大学院農学研究科地域環境科学専攻
放射線管理学高矯研究室・岩田佳代子さんに聞く
Ql：原子炉実験所での学生生活はいかがですか。

初めて実験所に来た時は、熊取周辺の長閑な雰囲気と広々とした
空聞が、今までいた京都のキャンパスとは大きく異なっていたので
少し驚きもありましたが、今では静かで緑も多く落ち着くので自分の

キャンパスが乙乙で良かったと思っています。また、京都市内のキャ

ンパスと違い、所内の雰囲気がすごくアットホームで質問等もしやす
いですしとてもありがたいです。Ml後期の終わりに近づき、ようやく

研究テーマがきまって実験も始められるようになったので、今後これ

からの学生生活をより充実させていきたいと思っています。
Q2：現在の研究テーマを易しく教えてください。

放射性セシウムの経口摂取による内部被ばく線量を評価する際、

セシウムの全ての化合物について体内への吸収率（f1値）を1とし
て計算しています。しかし、たとえばセシウムの吸着が強い土壌と共

に摂取した場合、同様に吸収率が1にならない可能性があります。リ
スク評価において、吸収率1という値は妥当かもしれませんが、実際

の線量評価にそのまま使用していいのか疑問が残ります。摂取する
セシウムの形態により吸収率がどう変化するかを調査す

る乙とで、より正確な被ばく線量評価に貢献できると考え

ています。現在は人工胃液を用いて土嬢中セシウムの抽
出実験をinvitro（試験管内）で行い、胃腸管吸収率を推定

することを当面の研究テーマとしています。今後、ネズミを

用いたinvivo（生体内）実験でセシウムの吸収率を測定し
たいと考えています。

Q3：将来目指しているととを教えてください。
修士課程修了後は、博士課程後期に進学して学位を取

が好きで、昨年は青森の奥入瀬渓流を歩いてきました。最近は屋久

島へ行ってみたいと思っています。
夏場は釣りにも行きます。小学生の頃によく行っていたのですが、

異動で大阪に帰ってき

てから再燃しました。釣

りたてのキスの芙ぷら
は美味しいです。

飯島祐 （し、いじまゅういち）
生年月日昭和四年11月20日
出身地大阪府堺市
略歴大阪府立大学農学部応用植物科学科事量

研究に携わりながら仕事をするのが目標です。
Q4：趣味は何ですか。

温泉旅行が好きで、よく家族と愛犬を連れて車で旅行しています。

北は北海道・南は九州まで両親と交互に運転し、通った道を地図上
に赤線で記録していくのが我が家ではひとつの楽しみになっていま

す。日常的な趣味といえば、映画鑑賞と長湯をしながら本を読むとと
です。身体の大きさと色黒さ（身長172.Scm＋年中日やけ気味）から

は想像もつかないほど運動が苦手で、ここ10年近くスポ ツを避け

てきましたが、所内には広いグランドやテニスコートや体育館まで
あるので、今年は身体を動かす趣味を何か始めたいと思っています。
QS:2015年度の抱負はなんで、すか。

一日一生・毎年掲げた抱負をすぐ忘れがちで、去年は特にただ過

ぎていく日が多かった気がするので、今年こそはここで公言させてい

ただいて出来るだけ忘れないようにし、日々 意識して学生生活を送り
たいと思います。

巴、s

得しようと思っています。論文を読んだり作成したり色々 な 岩田佳代子（いわたかよこ）
研究発表をきくととに興味があり、今後論文作成や実験の 出身地京都府軍田辺市

出身大字Universityof Marylandζollege Park 
スキルをアップし、将来は研究員もしくは大学教員として リ ソ ヨ
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「放射性廃物」に関わって
原子力基礎工学研究部門

放射性廃棄物安全管理工学研究分野・小出裕章助教

私が原子炉実験所に入所した1974年当時、研究組織は6大部門制

だった。第1部門が原子炉、第2が原子炉設備、第3がHL、第4が計測

装置、第5が放射性廃棄物処理、第6が放射線管理であった。私が東

北大学工学部原子核工学科の修士課程を修了する時に、第1と第5

の2つの部署で助手の公募が行われ、私は迷うととなく放射性廃棄

物処理に応募した。幸い採用され、以来41年の歳月が流れ、私は

2015年3月末に定年退職する。

当時、所外からの電話は今のようにダイヤルインになっておらずL
電話交換手の女性が1件1件繋いでくれていた。そして、電話が繋が

らない時には所内放送で呼び出しをしていた。たとえば、「原子炉の

000さん」、「放管のX×Xさん」の様にである。第5部門の場合に

は「廃棄物のムムムさん」と呼ばれたという。「・・・という」と書いたの

は、私自身はそう呼ばれたととがないからである。なぜなら、原子炉

実験所設立当初から放射性廃棄物処理の責任を負っていた筒井天

尊さんが「廃棄物の筒井さん」と呼ばれて激怒したからだという。そ

のため、私は「第5の小出さん」と呼び出しを受けた。で、も正直に言う

と、私は「廃棄物の小出さん」と呼んで欲しいとずっと思ってきた。

産業革命以降、大量生産・大量消費の時イ吃となり、人類の生活はず

いぶん豊かになったかのように、多くの人は思っている。しかし、いま

や、環境に棄てられる「ごみ」で地球の生命環境は破壊され、多数の

生物種が絶滅に追いやられるようになっている。「廃棄物」とはダメ

夢と雲をみつめて
紋射線生命科学研究部門

放射線医学物理分野・吉林徹（.：：：ばやはおる）

になったから棄てる物という意味た、が、放射能に関する限り自然に

は浄化作用がない。そのため、放射能のごみに関しては自然に棄て

ではならないし、私はずっと「放射性廃物」という用語を使ってきた。

そして、放射能の環境への漏出、放出を防ぐととは原子炉実験所とし

ても大変重要な責務だと私は思ってきた。

残念ながら2011年3月11日の福島第原子力発電所事故により、

大量の放射性物質が環境にまき散らされてしまい、原子炉実験所が

開所以来環境に放出してきた放射性物質の総量など、全くとるに足

らないものになってしまった。私自身は原子力発電に反対してきた

し、原子力の旗は決して振らなかった。しかし、放射能で汚れた世界

を若い人たちに残していく乙とを限りなく申し訳なく思う。今後も原

子力に夢なと、持って欲しくないが、放射性廃物に向き合ってくれる若

い研究者が育ってくれるととを切に願う。

放射性廃水を収集する膏ンウ口一りでの作業にて

界を見せて頂き、内外に多く友人や知人ができました。その時のベス

トを尽くすという発想と私の性格から、どの発表でも毎回緊張してい

ました。記憶の窓口となる写真、①1983年秋：米国ボストン、②1996

年＂KUR重水設備改造、③2003年夏 ロシア、アルヲイ共和国、を示し

ます。人に歴史あり、組織に沿革ありと聞きます。中学時代に、「結果

人聞にとって大切な水の3態（相）は、水蒸気（気体）、水（液体）、氷（固 として、変化に富んだ人生であって欲しい」と思っていましたが、今ま

体）です。雲は小さな水滴と氷粒から出来ていますが、雲を作るもの でを振り返ると、それなりに変化に富んでいたと感じています。

は人間の自には見えない水蒸気と風です。定年を雲（組織）から離れ 社会は風の流れの如く見えにくいものと思います。川｜の流れも水

る乙とに例えますと、雲の中の水滴や氷粒は、ある程度大きくなって 量を増減しながら流れる水は常に入れ替わっています。諸行無常で、

雨や雪になって地上に降る場合と、水蒸気（夢）に戻る場合がありま ありますが、京都大学原子炉実験所が、少しでも永く在り続けること

す。気象大学校を受験した時の知識からは、現実の雲の変化は、後者 を願っています。

の場合が多い乙とが分ります。

私は1972年4月から今年の3月末まで、原子炉実験

所に43年間お世話になりますが、 つの組織だけに

所属して65歳で定年させて頂くととに、心、より感謝し

ています。第49田京都大学原子炉実験所学術講演会

予稿集（httpJ/www.rri.kyotou.ac.jp/a陀hives/6364)

の16～18頁、「原子力・SN仁T・・・・そして一一理学・工

学・・・・人間学」に、大学の研究者の本分である研究L

教育、そして私の場合のもう一つの柱であったKUCA

とKURの保守管理などの取り組みについて、紙面の

制約上、簡潔に書かせて頂いています。拙文ですが＼

本稿と合わせてご参照頂けますと幸いです。

私の研究はホウ素中性子捕捉療法（SNCT）の物理

工学に関するものだけと言っても過言ではありませ

ん。多くの国際学会や園内学会への参加を通じて世
写真2:KUR重水設備改造1996

5 
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原子炉実験所の
節目を振り返って

があった。実験所内外の関係者との検討の結果、排水・排気・モニヲ

などの設備の改修を行うとともに、ジュニアケープ〉の一部を撤去して

グロ ブ、ボックスや測定機器類を新たに導入することとなり、そのた

めの予算は改組の計画と合わせて認められた。

原子力基礎工学研究部門 1995年の改組の際に大所帯の水ツ卜ラボ設備研究部門は、同位

量子リサイクル工学研究分野・森山裕丈教授 体製造管理、核プロセス化学、同位体利用の各研究分野に分かれ、

それぞ、れの研究を推進することとなった。筆者は核プロセス化学の

原子炉実験所を初めて訪れたのは大学院の学生の頃だったが、 分野を担当して、多くはなかったが工学研究科の学生諸君とともに

故玉井忠治先生の後任として第3部門、ホットラボ設備研究部門に ウランや超ウラン元素を用いて実験を進めることができた。博士課

着任したのは関西国際空港開港の前年、 1993年10月である。原子工 程のK君やF君、COE研究員のY君が同じ部屋にいた頃もあった。出張

ネルギー研究所での学生時代から工学部原子核工学教室での教員 から帰って用事を済まし、宿舎へ戻ろうとすると、入口付近の机のY

時代を通じて、実験所の共同利用研究として年に4・5回、ホットラボ 君に呼び止められて、その日の実験結果について検討が始まったと

で放射性物質を用いる実験的研究を行っていたのである程度は把 とも懐かしい想い出である。

握しているつもりで、あったが、研究を行うためにもやるべきととは山 研究室の陣容も整い、研究が軌道に乗り始めた頃、工学研究科へ

ほと、あった。 異動となったが、再び実験所への勤務となり、2号炉計画撤回後の改

当時の実験所は、2号炉計画の撤回後であり、文部省学術審議会 組という節目に続いて、一昨年、実験所設立50周年の節目を任期の

の審議の結果を受けて5つの特徴的研究を重点的に行うべく、研究 聞に迎えるととができた。改組以降もいくつかの節目があったが、節

用原子炉の機能整備と並行して研究と管理のための改組を検討す 目を重ねて成長することを実感しており、今後も期待している。

る時期にあった。水ツ卜ラボでは、超ウラン元素関係の研究を進める 実験所内外の多くの皆様にいろいろとお世話になりました。あり

とととしており、そのため、旧式の付帯設備の改修と更新を行う必要 がとうございました。

原子炉実験所では、平成24年から4年の計画で「原子力安全基盤 不確実性、地震・津波PRA、リスクコミュニケーション、原子力安全の

科学研究プロジェク卜」を進めています。とのプロジェク卜では毎年 技術ガバナンスなど、自然科学的・社会科学的な観点から地震や津波

テ マを変えて国際シンポジウムを開催しており、乙乙では昨年10月 などの自然災害リスクについて報告され、活発な議論が行われまし

30日に開催した第3回目のシンポジウムについて簡単に報告させて た。また、新潟県相崎市で「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保す

いただきます。福島第一原発の事故の後、その原因となった巨大津 る地域の会」の会長として、東京電力と市民との聞の透明性を確保す

波など、大規模自然災害に対する安全評価がより厳格になる方、地 るための精力的な活動をされている新野良子様から、市民目線での

震や津波などの自然外力には大きな不確実性が存在します。設計基 原子力リスクの捉え方などについてもお話しいただきました。会場に

準を超える地震動（揺れ）や津波の高さなと1ζ対応するためにはリス は214名の参加者でほぼ満席となりました。参加者も研究者、学生に

ク概念が不可欠であり、そのリスクに基づく国民による社会的意思決 加え、電力事業者、自治体職員など般の方も多数ご来場いただき、

定が重要との観点から本シンポジウムを企画しました。まず、国内外 とのテーマの関心の深さをあらためて感じました。参加いただいた

から著名なお二人の専門家をお招きし、基調講演をお願いしました。 方々に心よりお礼申し上げます。なお、これまでのシンポジウムと同

圏内からは原子力発電環境整備機構（NUMO）の理事長（前原子力委 様、との成果は英文の書籍として世界に向けて出版されます。実験所

員長）の近藤俊介氏、圏外からはIAEA国際耐震安全センヲー長のサ が取り組んでいる幅広い原子力安全科学研究へのご理解とご支援を

ダマール氏をお招きし、それぞれ原子力のリスク管理と社会、リスク お願いいたします。最後に、実験所では現在、研究用原子炉（KUR）や

コミュニケーションのためのPRA（確率論的リスク評価）構造と題して 臨界実験装置（KUCA）の新規制基準への対応（原子力規制庁による

お話いただきました。その他口頭発表7件、ポスタ 発表19件力叶すわ 審査）を行っており、KURに対する地震対策にとうした研究成果が最

れました。具体的には活断層デ－＇.$！の不確実性、地震・地震動評価の 大限活用されています。
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二度目の編集後記の執筆を仰せつかった。前回が2011年の
11号で、今回が2015年の16号であるから、4年ぶり5号ぶりとい
うととになる。前号の編集後記では「11号は再出発の号」と書い
たが、16号は「何の号」と書くべきか？
話は変わるが、2015年は乙未（きのとひつじ）の年である。そ

唱 の意味には、良いもの悪いもの様々 な説があるようである。調
A べたとzろ、最もポジティブな説としては、「新しい何かに向かっ

て力強い一歩を踏み出す年」というものがあった。ょうするに、 島 ＼
乙羊は「転換の年」という乙とらしい。「これはいい！」というとと 町
で、「16号は転換の号」とさせていただく。今号の内容なんとな F

く合っているような・・・・。ところで、とのASK、本当に転換期に
あるようである。いつ、どのように変わるのか？
その詳細は分からないが、今後も皆様に本実験所の現状を

発信させていただけるよう、関係者同努力するばかりである。
樫井良憲

巨亙豆E
．南海ウイングパス「原子力研究所前」下II!すぐ
※JR熊取駅発開票時間約10分）「大阪体育大学前』行き、
「っぽさが丘北口」行き

※南海泉佐野駅前発明要時商刷30分）「大阪体育大学街」行き

－＝－~制雨量前開封It~村昌司I!•恒1u-

原子炉実験所では、平成27年度の一般公聞を4月4日（士）の10:00
1: ！～16:00に、学術公開傭設の公開見学）を、4月（一般公開）を除く、原
1則として毎月第1月曜日の13泊O～16:00に開催いたします。（詳しくは
占 HPをご覧ください）。ご関心のある団体、個人の来所をお待ちしてお

...τて＼Iります。また、ご関心をお持ちの関係団体へ周知くださるようお願い
， 二 』 いたします。構内での昼食などは可能ですが、火気は厳禁です。

桜公聞を4月初め頃の土・自に行う予定にしております。一般公開と
同様に、個人での参加も歓迎いたします。
日時、申込み方法など詳しくは原子炉実験所のHPをご覧ください。

E~沼完！蚕語科書百合主H帽酎，~... 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

原子炉実験所では、地域広報活動の一環として「講師派,!J
の取組みを行っています。（一伊D

・熊取ゅうゅう大学への講師派遣
8月旧体験楽部「ジュニアチャレユノジ講配の中で、10:00～12:00
「偏光万華謹むなど、担当者：木野内忠稔講師（他B名）

講師派遣のお申し込みは、下記までお問い合せください。
京都大学原子炉実験所総務掛
eFAX:072-451-2600 

ホームページからも申込みできます。
http//www.rri.kyoto-u.acJp/pr/lecturer 

次号以降のla布を務望される方は、総務掛
までご連絡ください。

ご意見、ご感想をお待ちしています。
広報誌「アトムサイエンスくまとり」に対するご意見、ご感
想をお待ちしています。手紙、FAX、Eメールでお寄せくだ
古い。また、本誌の原稿執筆や取材などにご協力いただ
ける方を求めています。総務掛までご連絡ください。

京都大学原子炉実験所総務課総務掛
〒5処-0494大阪府泉南郡熊取町朝代西2丁目
TEL072 451 2300 
FAX.072-451-2600 
Eメルアドレスsoumu2申rri.kyoto-u.ac.jp
ホームページhttp://www.rrikyoto叫 .jp/

．本誌の一部または全部を無断で複写、複製、転載するととは
法律て定められた場合を除き、著作権の侵害となります。




